
令和７年度　森林環境譲与税の使途公表

うち森林
環境譲与
税（千
円）

うち他の
財源（千
円）

意向調査の準備作業、森
林整備の準備作業

林地台帳システム機能強
化・データ更新

1,540 1,540
林地台帳システムのデータを最新の情報に更新するとともに
機能強化を行った。

意向調査の準備作業、森
林整備の準備作業

林地台帳整精致化業務 4,949 4,949
山間部の地籍調査未済箇所について森林整備を実施していく
ために、林地台帳を整備した。

意向調査の準備作業、森
林整備の準備作業

森林経営管理制度現地調
査用タブレット保守及び
リース料

1,170 1,170
林地台帳のデータをタブレット端末に保持させ、現地踏査、
住民説明等に活用した。

意向調査、集積計画等作
成

森林経営管理制度意向調
査・集積計画業務委託

4,926 4,926
森林経営管理制度における意向調査実施済み箇所の集積計画
作成に向けての権利者調査及び現地調査、周囲測量・標準値
調査等を実施した。

私有林整備
森林経営管理制度（森林
整備）事業

7,953 7,953
森林経営管理制度にて市で管理する森林の間伐(2.4ha)を実施
した。また、里山整備として獣害防護柵周辺の森林整備とし
て皆伐(0.47ha)を実施した。

森林保護対策 ナラ枯れ被害対策事業 2,716 679 2,037
ナラ枯れ被害木に対し処理（立木くん蒸４００本、伐倒くん
蒸４１本）を行った。

森林保護対策 森林病害虫調査業務 174 174 森林病害虫被害の毎木調査や周辺調査を実施した。

担い手確保 通年就労奨励事業 37 37
通年林業時従事する林業労働者に対し長期就労を促進し安定
を図るための補助金（峡東森林組合）。

担い手確保 森林組合職員設置事業 782 782 峡東森林組合職員の人件費を支援。

その他（人材育成等）
森林整備事業事務費補助
金

420 420
峡東森林組合の森林整備事業の取扱経費の受託手数料の不足
金を助成し、事業の実行確保と組合運営を支援。

林業就業者の育成
林業労働安全対策事業補
助金

248 248
林業労働者の安全対策を実施する事業体へ補助（２件）し
た。

　森林経営管理制度を実施することで、手入れが行われていない
整備が必要な私有人工林の整備を進めることができた。鳥獣害防
護柵隣接森林の伐採により、枯損木等による施設の破損防止と危
険除去、農地と林地の境界明確化による獣害被害軽減を実現し
た。同時に、「伐って・使って・植える」森林循環の促進と地球
温暖化対策、さらには森林組合及び地域林業事業体への事業確保
を通じた地域林業の担い手確保・育成につながった。

また、木材に親しむ事業を行うことで木材利用の意義等について
促進を図ることができた。子どもたちは、つみ木遊びを通じて木
の香りや手触りを体感するとともに、市内産木材が活用されてい
ることを知り、木や森林への親しみを深めることができた。保育
所職員を対象とした木育スクールでは、森林の役割や木育の重要
性への理解が深まり、参加者からは今後も各園で継続して木育活
動に取り組みたいとの声が多く寄せられたことから、木育活動の
定着・拡大が期待される。
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木育の推進・普及啓発 木育の推進・普及啓発 8,394 8,394

親子で木のおもちゃにふれあうことができる場の提供やワー
クショップ、森林整備の必要性を学ぶ紙しばいの実施など、
木に親しみや興味を持つ契機とする木育を実施した。また、
市の木材で作成したつみ木を市内保育所等に配布（１２園）
するとともに全園にてワークショップを実施。また、先生向
けの木育スクールを実施（１回）し木育を推進した。

木造公共建築物の整備等
図書館本棚、子ども用椅
子作成

1,258 1,258
県産材を使用して、本棚（２台）及び子供用椅子（１０脚）
を作成し設置した。

森林・林業・木材普及活
動等

マイライブラリー作成教
室

199 199

図書館事業とコラボレーションを行い、参加者が本棚を作成
し自分の好きな本をセレクトして飾ってもらう。紙や木を通
じて木や森の大切さを学んでもらうことを目的とした事業を
実施。

　森林経営管理制度を実施することで、手入れが行われていない
整備が必要な私有人工林の整備を進めることができた。鳥獣害防
護柵隣接森林の伐採により、枯損木等による施設の破損防止と危
険除去、農地と林地の境界明確化による獣害被害軽減を実現し
た。同時に、「伐って・使って・植える」森林循環の促進と地球
温暖化対策、さらには森林組合及び地域林業事業体への事業確保
を通じた地域林業の担い手確保・育成につながった。

また、木材に親しむ事業を行うことで木材利用の意義等について
促進を図ることができた。子どもたちは、つみ木遊びを通じて木
の香りや手触りを体感するとともに、市内産木材が活用されてい
ることを知り、木や森林への親しみを深めることができた。保育
所職員を対象とした木育スクールでは、森林の役割や木育の重要
性への理解が深まり、参加者からは今後も各園で継続して木育活
動に取り組みたいとの声が多く寄せられたことから、木育活動の
定着・拡大が期待される。


